
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看護協会 釜石支部だより令和 6年 2月発行

        支部長挨拶                  桑畑 久美子 

会員の皆様には、いつも協会の事業推進に対してご支援ご協力を頂き心より感謝を申し上げます。 

ここ数年はコロナ感染症のまん延で支部活動も中止・縮小などを経験し、現在はZOOM配信での研修

が主流となりました。 

報告が遅くなりましたが、5 月は「看護の日」イベントでグッズ配布をしながら協会 PR をしました。7 月

には「感染症について」の研修を行い 60 名の参加がありました。マナブルを通じて宮古支部からの参

加もあり、やはり「感染」の研修は関心が高いと実感しました。10 月は高齢者施設への出前研修を行い

12 月は「高齢者の看護に活かせる栄養の知識」の研修を開催し 41 名の参加がありました。 

アンケートは毎回、どれも満足したという内容を頂きましたが、皆さんの意見を参考に 10 月は研修

時間を 60 分にしてみました。冬場の研修には良い時間設定だったと思います。 

今後も会員の皆さんの意見を参考に、臨機応変で満足していただける研修の企画をしていきたいと

思います。今後もご支援とご協力をお願いいたします。 

＜活動報告＞  看護の日  期 日：2023 年 5 月 14 日（日) 11:30～13:30 場所：釜石イオン 

内 容：グッズの配布  対 象：一般市民 

参加者：一般市民 80 名・支部役員４名 役員代理 1 名 

 

                      今年度の支部活動の始まり、5 月に「看護の日」のイベントとして、 

ショッピングセンター内のスペースで、各種疾病予防・治療に関する 

パンフレットの配布、グッズの配布、看護協会のアピールを行いました。 

グッズを手にした方々に「看護の日」や「看護協会活動」を知っていた 

だく良い機会になったと思います。（支部長） 

＜活動報告＞ 地域別懇談会 

令和 5 年度地域別懇談会（沿岸地区）が、11 月 18 日（土）9：30～12：00 に行われました。 

上半期の事業報告・下半期の予定・令和 6 年度の事業予定等の報告を受けました。 

懇談会では①地域を視野に入れた人材育成・人材確保の重要性②組織基盤における会員加入促進に 

ついてという内容が話されました。オブザーバーの方々から、各施設の現状を忌憚なく話していただき 

ました。 

改めて、私たちが安心して働きつづけられるように研修は元より私たちをサポートし、守ってくれて 

いる組織を、更に多くの会員と共に盛り上げていかなければならないと思いました。（支部長） 



釜石支部 令和６年度 研修計画について 

１．＜感染症対策について＞ 

2024 年 9 月 4 日(水)18：00～19：00 

ZOOM 配信予定 

講師：感染管理認定看護師 紺野由香里氏 

2.＜高齢者施設出前研修＞ 

「口から食べる」を支援する 

高齢者施設で働くスタッフに向けて 

2024 年 10 月 2 日（水）開催予定 

   講師：摂食・嚥下障害認定看護師 黒澤美華子氏 

3.＜医療安全＞ 

「医療安全のコミニュケーションスキルを学ぶ」 

202４年 12 月 3 日(火))17:40～18:40 

ZOOM 配信予定 

講師：岩手県立釜石病院医療安全専門員 

 佐々木千幸氏 

 

研修参加者 48 名アンケート結果 

 

 

１．とても良かった, 30名

2.よかった, 18名

1.参加して良かったと思いますか
１．とても良かった
2.よかった
3．普通

１．とても良かった

11名

2.よかった

23名

3．普通13名

4.あまり良くなかった

1名

2.日程、時間、開催場所はいかが

でしたか

 
 
 
 
 
 

令和 5 年度 釜石支部役員 

支部長  桑畑久美子 せいてつ記念病院 

副支部長  藤原 美幸 のぞみ病院 

副支部長   東舘 幸子 県立大槌病院 

書記 中村みゆき 国立病院機構 釜石病院 

書記 山口 史恵 県立釜石病院 

会計 小笠原 梓 せいてつ記念病院 

会計 黒澤千穂子 せいてつ記念病院 

保健師職能 佐々木みゆき 釜石市役所 

助産師職能 悦渕須美子 県立釜石病院 

看護師職能 佐々木あつこ のぞみ病院 

推薦委員 小野亜希子 県立釜石病院 

推薦委員 高澤 恵 県立大槌病院 

推薦委員 杉森 静香 国立病院機構 釜石病院 

 よろしくお願いいたします。 

「今年度活動報告」 

研修会 「感染対策について」 

講 師：県立釜石病院 

感染症認定看護師 

講師：紺野 由香里 さん 

 開催日：令和 5 年９月７日(木) 

18:00～19:30 Zoom 開催： 参加者６0 名 

 

＜研修参加者の感想＞ 

・ゾーニング、廃棄物の処理方法など、気になっていたことがわかりました。 

クラスター発生時のマニュアルを再度見直し対応していきたいと思いました。 

 ・各施設にリンクナースを育成していく事で感染に対する知識対応が同じレベルで 

行っていけると思った。 

 ・感染予防は環境整備、清掃、換気の基本をしっかり行い基本の予防、手洗い、 

アルコール消毒 etc.基本の大切さを実感。 

 ・作今、感染者（コロナ）数が増加する中でクラスターの発生等を聞く、業務で検体 

採取に携わっており、今一度感染予防策の確認ができて良かった。 

 ・感染対策は何度聞いても基本に立ち返り、手技を正確に行うことが大切なことを 

再度確認できた。いつもわかりやすい講義ありがとうございます。 

 ・感染対策は今一番復習しておきたい分野だったのでとても勉強になりました。 

日々の業務と照らし合わせ改めて学んだ部分がありました。 

 ・感染対策の基本は繰り返して行い、やりすぎと言われても良いと思う。 

相手も自分も不安のないように行っていきたい。  

・一人一人がレベルアップできるように、また忘れないように病棟で振り返りと 

PPE の着脱等の練習をしていきたい。 

・普段の業務の中やコロナ患者への対応を振り返り活用できる内容だった。 

 ・基本ではあるが忘れがちになっていたことを再確認できました。 

 ・夕方から夜の時間帯のため研修時間は 1 時間以内が良いかと思います。 

・研修時間はポイントを絞り 1 時間以内が良い。             以上 

感染対策についての研修内容 

「コロナ感染症への病院や施設での具体的な感染対応の 

取り組み等を情報共有し、各職場に活かす」 

 


